


進行スケジュール
時間（例：1時間） 内容

5分 読み合わせについての確認・準備

40分 読み合わせの実施

10分 全体での意見交換

5分 事後アンケート
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はじめに

•近郊で大地震が発生した場合、人々の暮らしや健康に様々なこ
とが生じます。

•このスライドでは、時間経過とともに起こりうることを予想し
提示しています。（このとおりになるとは限りません）

•スライドに示すような状況となったとき、どのように対応する
かを、施設で準備されていることを考慮しながら、検討してく
ださい。
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目標の確認

一時滞在施設の運営の最終目標

•施設の目標を記載してください

詠み合わせの目標（以下は例を示しています。）

•アクションカードや様式等を用いて災害時の対応手順を確認で
きる。

•実際に起こり得る課題や問題について、対応策や改善策を具体
的に考案・対応できる。
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全体での意見交換

実動訓練を通して以下について意見交換をしましょう。

•スムーズに対応ができたこと、良かったこと

•改善、検討が必要なこと

•アクションカード、チェックリストの修正点

•その他気付いた点等
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